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附 則

神 戸 市 看 護 大 学 は 、阪 神・淡 路 大 震災 の翌 年 の 平 成８ 年 ４月 に 神 戸 市の 保 健・
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医 療 に 貢 献で き る 看 護 専 門 職 者 の 育成 を 使 命 とし て 開学 し 、平成 31年 ４月の 公

立 大 学 法 人へ の 移 行 を 経 て 、看 護 人材育 成 の た めの 取 り組 み や 地 域貢 献 活動 を

着 実 に 実 施し て き た 。  

現 在 、少 子 高 齢 社会 の 急 速 な 進 展、医 療 の 高 度・専門化 や 医 療 機関 に おけ る

働 き 方 改 革へ の 対 応 、地 域 包 括 ケアの 推 進 、在 宅 医療需 要 の 増 加、さらに 18歳

人 口 の 減 少に よ る 大 学 間 競 争 の 激 化な ど 、各分 野 に おけ る ニ ー ズ や大 学 を取 り

巻 く 環 境 はま す ま す 複 雑 ・ 多 様 化 して い る 。  

こ の よ う な 環 境 変 化 の 中 、神 戸 市看護 大 学 に は、大学院 教 育 の 充実 な ど、豊

か な 教 養 と専 門 性 を 備 え た 実 践 力 のあ る 看 護 人材 の 育成 と と も に、神 戸市や 市

内 医 療 機 関等 と の 連 携 な ど に よ り 、現場 の ニ ー ズに 対 応し た 看 護 人材 を 着実 に

供 給 す る こと が ま す ま す 求 め ら れ てい る 。  

ま た 、新型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染症 の 経験 も 踏 ま えた 災 害や 感 染 症 にも 対 応で

き る 人 材 の育 成 と 、人 的 資 源 や 教 育研 究 成 果 の絶 え まな い 市 民 への 還 元、及 び

地 域 貢 献 活動 の 精 力 的 な 展 開 も 期 待さ れ る 。  

加 え て、教 職 員 が働 き や す い環 境 を整 備 す る ため 、引き 続 き、業 務 改革等 を

推 進 す る 必要 が あ る 。  

こ う し た 取り 組 み を 進 め る こ と で、保 健・医 療 の 教育研 究 拠 点 とし て、学 術

の 発 展 と 市民 の 健 康 ・ 生 活 の 質 の 向上 に 寄 与 する 。  

以 上 を 神 戸 市 看 護 大 学 の 使 命 と し て実 践 し 、果 た し てい く た め、公 立 大学 法

人 神 戸 市 看護 大 学 の 第 ２ 期 中 期 目 標を 策 定 す る。  

第 １  中 期目 標 の 期 間  

  令 和７ 年 ４月 １ 日 か ら 令 和 13年 ３ 月 31日

中 期 目 標 の 期 間 内 で あ っ て も、社 会状 況 、時 代の 要 請を 踏 ま え た中 期 目

標 の 検 証 を行 う 。  

第 ２  豊 か な 教 養 と 専 門 性 を 備 え た 実 践 力 の あ る 看 護 人 材 の 育 成 と 地 域 へ の

着 実 な 供 給  

１  入 学 者 選 抜 及 び 学 部 教 育

多 様 化・複 雑 化 す る 社 会 の 要請 に 対応 し う る 学生 を 確保 す る た め、看 護

分 野 を 目 指 す 志 願 者 の 状 況 や学 生 のニ ー ズ を 把握 し 、多様 な 学 生 確保 の 在
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り 方 に つ い て 絶 え 間 な い 検 証と 改 善を 実 施 す ると と もに 、人 間 の 存在 や 経

験 の 意 味 を 洞 察 す る 能 力 、生 命の 尊厳 と 人 権 を尊 重 する 倫 理 的 態度 、異文

化 や 様 々 な 価 値 観 を 理 解・尊 重し 、学生 が 能 動 的に 他 者と の 関 係 を築 く こ

と が で き る 能 力 及 び 主 体 的 に学 ぶ 力を 育 成 す る。  

さ ら に 、地域 に 根 差 し た 大 学と し て、学 生 に 対す る 地域 で の 教 育や 研 究

を 推 進 す る た め 、 地 域 と の 協働 に よる 教 育 を より 一 層推 進 す る 。  

ま た 、市 内 病 院 等 と の 連 携 によ り 、地 域 包 括 ケア シ ステ ム 及 び 急性 期 医

療 か ら 在 宅 医 療 、高 度・専 門 医 療等 に 対応 し た 幅 広い 教 育を 行 う と とも に 、

多 職 種 連 携 に 対 す る 理 解 と その 実 践能 力 を 育 成す る 。ま た 、新 型 コロ ナウ

イ ル ス 感 染 症 の 経 験 も 踏 ま え 、災 害 や感 染 症 に も対 応 でき る 人 材 を育 成 す

る 。  

あ わ せ て 、他 大 学 と の 教 育 連携 を 推進 し 、学 生の 幅 広い 学 び の 機会 を 提

供 す る 。  

【 数 値 目 標】 国 家 試 験 合 格 率  100％  

２  大 学 院 教 育 の 充 実  

大 学 院 の 魅 力 向 上 に 向 け 、教育 内 容の 充 実 を 図り 、高度 な 専 門 知識 や 技

術 、倫 理 観 等 の 修 得 を 可 能 とす る カリ キ ュ ラ ムを 編 成す る こ と で 、医 療現

場 や 地 域 社会 に お け る 諸 課 題に 対 して 実 践 的 に解 決 する 能 力 を 養い 、地 域

医 療 の リ ーダ ー と な る 看 護 人材 を 育成 す る 。  

３  学 生 へ の 支 援  

学 生 が 学 修 に 専 念 し 充 実 し た 学 生 生 活 を 送 る こ と が で き る よ う 環 境 を

整 え 、 学 修面 、 生 活 面 、 健 康面 、 経済 面 等 の 支援 を 行う 。  

と り わ け 学 修 面 に つ い て は 、ディ プロ マ ポ リ シー（ 卒業 認 定・学 位授 与

の 方 針 ）な ど 学 内 の 基 準 を 達成 す るた め に 、学 生に 応じ た 学 修 支援 を 実施

す る 。  

卒 後 学 生 に 対 し て も 、卒 業 後 の不 安 解消 の た め の支 援 及び キ ャ リ ア支 援

の 充 実 を 図 る 。  

【 数 値 目 標 】  

学 生 ア ン ケ ー ト に よ る 大 学 生活 全 般に つ い て の満 足 度  
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学 部 生  90％ 以 上 （ か な り 満足 及 びほ ぼ 満 足 ）  

院 生   80％ 以 上 （ か な り 満足 及 びほ ぼ 満 足 ）  

４  優 秀 な 学 生 の 確 保 と 市 内 へ の 看護 人 材 の 供給  

18歳 人 口 が 減 少 す る 中 、市 内に 看 護人 材 を 着 実に 供 給す る た め 、市 外 も

含 め て さ ら な る 優 秀 な 学 生 の確 保 に取 り 組 む とと も に 、市 内 医 療 機関 等 へ

の 就 職 ・ 定 着 の た め の 取 り 組み を 強化 す る 。  

【 数 値 目 標 】  

就 職 希 望 者 の 市 内 就 職 率  65％ 以 上  

第 ３  大 学ブ ラ ン ド の 強 化 ・ 向 上  

学 術 研 究 の 成 果 、地 域 の 保 健医 療 への 貢 献 、国 際交 流の 推 進 、神 戸市 民

病 院 群 等 と の 連 携 に よ る 教 育・ キ ャリ ア 支 援 など 、 大学 ブ ラ ン ドの 強 化 ・

向 上 を 図 る と と も に 、引 き 続 き神 戸 市看 護 大 学 の強 み を効 果 的 に 情報 発 信

し て い く 。  

１  地 域 課題 の 解 決 や 市 の 政 策 課 題へ の 貢 献 を担 う 、学 術 研 究 の推 進  

看 護 学 を は じ め と す る 各 学 問 分 野 の 発 展 に 寄 与 す る 研 究 に 取 り 組 む と

と も に 、神 戸 市 の高 等 教 育 機関 と して 、地 域 社 会 におけ る 保 健・医 療分野

の さ ま ざ ま な 課 題 解 決 に 資 する 研 究に 取 り 組 み 、国 内 外に 向 け て 研究 成 果

を 発 信 し 、各 分 野 の 学 術 的 発展 並 びに 市 民 の 健康 寿 命の 延 伸 等 、市の 政策

課 題 の 解 決 に 貢 献 す る 。  

こ の た め 、社 会 の 急 激 な 変 化に 対 応で き る よ う、さ らな る 外 部 資金 獲 得

及 び 人 材 の 確 保 を 目 指 し て 、研究 環 境及 び 研 究 組織 を 充実 さ せ る ため の 制

度 や そ の 支 援 体 制 構 築 を 推 進す る 。  

２  市 民 と の 連 携 ・ 交 流 に よ る 、 地域 の 保 健 医療 へ の貢 献 の 推 進  

  地 域 課 題 の 解 決 に 向 け 、地 域 や関 係 機 関 等と 連 携し た 教 育 研究 活 動、地

域 貢 献 活 動 を 推 進 し 、そ の 成 果 を 積極 的 に 市 民へ 還 元す る と と もに 、市民

に 信 頼 さ れ 、貢 献 で き る 大 学と し て、公 開 講 座等 の 実施 、大 学 施設 の 開放

等 を 行 う こ と に よ り 、市 民 の生 涯 学習 に 寄 与 し 、市 民 との交 流 を 促 進す る 。 

   ま た、地 域 に看 護 人 材 を 供 給 する た め 、看護 職 者の 生 涯 学 習の 拠 点と し

て 、新 た な 学 び の ニ ー ズ に 対 応し た リカ レ ン ト 教育 な ど看 護 人 材 の就 業 継
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続 支 援 や 復 職 支 援 を 引 き 続 き実 施 する 。  

３  グ ロ ー バ ル な 視 点 を 培 う、 国 際交 流 の 推 進  

   神 戸市 外 国 語 大 学 を は じ め と する 市 内 大 学と 連 携し 、国 際 都 市 神 戸にあ

る 大 学 と し て 、国 際 化 が 進 む保 健・医 療 分 野 で働 く 外国 人 の キ ャリ ア 開発

等 、 当 該 分 野 で 活 躍 で き る 人材 の 育成 に 貢 献 する 。  

ま た 、多 様 な 価 値 観 や 文 化 的背 景 、生 活 習 慣 等に 配 慮で き る 国 際的 な 感

覚 を 有 し た 人 材 が 求 め ら れ てい る こと か ら 、異 文化 へ の理 解 や グ ロー バ ル

な 視 点 と 感 覚 を 培 う た め 、海 外研 修 によ る 異 文 化体 験 や地 域 で 暮 らす 在 住

外 国 人 と の 交 流 、 外 国 の 大 学と の 国際 交 流 を 推進 す る。  

第 ４  業 務運 営 及 び 財 務 内 容 の 改 善  

１  効 率 的で 機 動 的 な 組 織 運 営 体 制の 構 築 に よる 地 域の 発 展 へ の貢 献  

   理 事長 及 び 学 長 の リ ー ダ ー シ ップ の 下 、時 代 の 変化や 新 た な 社会 的 ニー

ズ に 対 応 で き る よ う 、効 率 的 で 機動 的な 組 織 運 営体 制 を構 築 す る とと も に、

学 外 か ら 登 用 す る 役 員 や 委 員 の 意 見 や 、 学 生 の 視 点 も 積 極 的 に 取 り 入 れ 、

開 か れ た 大 学 運 営 を 推 進 す る。  

ま た 、学 生 や 高 度 専 門 化 す る現 場 のニ ー ズ に 対応 し 、外 部 教 員 の活 用 を

図 る な ど 、 多 様 な 人 材 の 確 保と 教 職員 の 能 力 向上 に 取り 組 む 。  

さ ら に 、教職 員 が 意 欲 的 に 働く こ との で き る 環境 を 整備 す る た め、働 き

方 改 革 を 推 進 し 、Ｄ Ｘ の 活 用な ど 業務 プ ロ セ スの 改 善を 進 め る 。  

あ わ せ て 職 員 の 専 門 性 、 組 織の 継 続性 を 高 め るた め 、固 有 職 員 の配 置 ・

育 成 を 進 め 、 組 織 の 強 靭 化 を図 る 。  

２  自 立 した 看 護 職 者 の 育 成 に 必 要な 基 礎 教 育の 教 育環 境 の 整 備・ 充 実  

良 好 な 教 育 研 究 環 境 を 確 保 する た め、中 長 期 的な 展 望に 立 ち 、計画 的 に

施 設 ・ 設 備 の 整 備 を 行 う 。  

ま た 、学 生 に 対 す る 効 果 的 な教 育 を実 施 す る ため 、ＩＣ Ｔ な ど 、最新 の

技 術 の 活 用 や 、専 門 性 の 高 い 講義 等 のオ ン ラ イ ンに よ る聴 講 な ど を推 進 す

る と と も に 、地 域包 括 ケ ア シス テ ム、急 性期 医 療 から在 宅 医 療、高 度・専

門 医 療 等 を 支 え る 自 立 し た 看 護 職 者 の 育 成 に 必 要 な 基 礎 教 育 の 教 育 環 境

を 整 え 、 多 様 で 最 先 端 の 学 修と 学 術研 究 を 行 う場 を 提供 す る 。  
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３  自 己 点検 ・ 評 価 に よ る 質 の 改 善、 情 報 公 開に よ る透 明 性 の 確保  

(1) 自 己 点 検 ・ 評 価 及 び 外 部 評 価  

 教 育・研 究 等 の 質を 向 上 し 、大 学 の教育 理 念・教 育 目 標を達 成 す る ため 、

教 育 研 究 活 動 及 び 業 務 運 営 に関 し 、内部 統 制 規 程に 基 づく モ ニ タ リン グ 等

を 行 い 、自 己 点 検 を 実 施 す ると と もに 、評 価 委 員会 や認 証 評 価 機関 に よる

外 部 評 価（ 大 学 機関 別 認 証 評価・分野 別 評 価）の 結果を 踏 ま え、教 育研究

活 動 及 び 業 務 運 営 の 絶 え 間 ない 改 善を 行 う 。  

(2) 情 報 公 開 及 び情 報 管 理  

法 人 運 営 の 透 明 性 を 確 保 し 、説 明 責任 を 果 た すた め 、教 育 研 究 活動 及 び

大 学 の 運 営 状 況 等 に つ い て 積極 的 に情 報 を 公 開す る 。  

ま た 、法 人 や 大 学 が 取 り 扱 う情 報 資産 及 び 個 人情 報 の保 護・管 理を 適 正

に 行 う 。  

さ ら に 、大 学 の 特 色・強み を 明確 化す る た め 、学生 の学 修 成 果 や教 員 の

研 究 成 果 、受 験 生 や 卒 業 生 の動 向 など の デ ー タに つ いて 調 査・分 析を 行う

Ｉ Ｒ（ イ ン ス テ ィテ ュ ー シ ョナ ル リサ ー チ ）を 推 進し、効 率 的 な 大 学運営

や 効 果 的 な 情 報 の 発 信 に 努 める 。  

４  心 身 の 健 康 と 安 全 の 確 保 、危 機管 理 体 制 の整 備 、ハ ラ ス メ ント 行 為の 防

止       

    学 生及 び 教 職 員 の 心 身 の 健 康 を確 保 す る とと も に、事 故 、犯 罪 、災害等

の 発 生 を 未然 に 防 止 す る こ とに 努 め、 安 全 対 策に 万 全を 期 す 。  

ま た 、事 故 等 が 発 生 し た 場 合 に迅 速 に対 応 で き る体 制 を確 保 す る とと も

に 、特 に 、サ イ バ ー セ キ ュ リ ティ の 脆弱 性 に 対 する さ らな る 危 機 管理 体 制

を 整 備 す る 。  

さ ら に 、Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ Ｑ 等 新 た な 人権 保 障に 基 づ い た教 職 員及 び 学 生 の人 権

意 識 の 向 上 を 図 り 、 各 種 ハ ラ ス メ ン ト 行 為 の 発 生 の 未 然 防 止 を 徹 底 す る 。 

５  多 様 な 自 己 収 入 の 確 保 ・ 充 実 と経 費 の 適 正化  

  科 学 研 究 費 補 助 金 等 の 競 争 的 資金 や 共 同 研究・受託研 究 資 金 及び 寄 附金

等 の 外 部 資 金 の 獲 得 に 積 極 的に 取 り組 む 。  

ま た 、公 開 講 座 受 講 料 等 や 大学 施 設の 外 部 貸 付け 、地域 へ の 開 放等 に よ
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る 多 様 な 収 入 の 確 保 に 取 り 組む 。  

附  則  

こ の 中 期 目 標 は 、 令 和 ７ 年 ４月 １ 日か ら 施 行 する 。  

 

理     由  

地 方 独 立 行 政 法 人 法 （ 平 成 15年 法 律 第 118号 ） 第 25条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 、

議 会 の 議 決を 経 る 必 要 が あ る た め 。  
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（ 参  考 ）          

地 方 独 立 行 政 法 人 法  ぬ き が き  

（ 中 期 目 標 ）  

第 2 5条  設 立 団 体 の 長 は 、 ３ 年 以 上 ５ 年 以 下 の 期 間 に お い て 地 方 独 立 行 政 法 人 が 達 成 す べ

き 業 務 運 営 に 関 す る 目 標 （ 以 下 「 中 期 目 標 」 と い う 。） を 定 め 、 当 該 中 期 目 標 を 当 該 地 方

独 立 行 政 法 人 に 指 示 す る と と も に 、公 表 し な け れ ば な ら な い 。当 該 中 期 目 標 を 変 更 し た と

き も 、 同 様 と す る 。  

２  中 期 目 標 に お い て は 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 具 体 的 に 定 め る も の と す る 。  

⑴  中 期 目 標 の 期 間 （ 前 項 の 期 間 の 範 囲 内 で 設 立 団 体 の 長 が 定 め る 期 間 を い う 。 以 下 同

じ 。）  

⑵  住 民 に 対 し て 提 供 す る サ ー ビ ス そ の 他 の 業 務 の 質 の 向 上 に 関 す る 事 項  

⑶  業 務 運 営 の 改 善 及 び 効 率 化 に 関 す る 事 項  

⑷  財 務 内 容 の 改 善 に 関 す る 事 項  

⑸  そ の 他 業 務 運 営 に 関 す る 重 要 事 項  

３  設 立 団 体 の 長 は 、 中 期 目 標 を 定 め 、 又 は こ れ を 変 更 し よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、

評 価 委 員 会 の 意 見 を 聴 く と と も に 、 議 会 の 議 決 を 経 な け れ ば な ら な い 。  

 

(中 期 目 標 等 の 特 例 )  

第 7 8条  公 立 大 学 法 人 に 関 す る 第 2 5条 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 第

１ 項 中「 ３ 年 以 上 ５ 年 以 下 の 期 間 」と あ る の は「 ６ 年 間 」と 、同 条 第 ２ 項 第 １ 号 中「 前 項

の 期 間 の 範 囲 内 で 設 立 団 体 の 長 が 定 め る 」 と あ る の は 「 前 項 の 」 と す る 。  

２  公 立 大 学 法 人 に 係 る 中 期 目 標 に お い て は 、 前 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 第 2 5条 第

２ 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 の ほ か 、教 育 及 び 研 究 並 び に 組 織 及 び 運 営 の 状 況 に つ い て 自 ら 行 う

点 検 及 び 評 価 並 び に 当 該 状 況 に 係 る 情 報 の 提 供 に 関 す る 事 項 に つ い て 定 め る も の と す る 。 
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「公立大学法人神戸市看護大学第２期中期目標の件」の概要 

 

1 中期目標の概要 

中期目標は、公立大学法人神戸市看護大学の設立団体である市が定める、同大学が達成

すべき業務運営に関する目標であり、議会の議決を経た後、設立団体の長（市長）が、同大

学に指示するもの（地方独立行政法人法第 25 条）。 

 

２ ６月 11 日福祉環境委員会での報告内容 

（１）第２期中期目標期間 

令和７（2025）年４月１日から令和 13（2031）年３月 31 日までの６年間 

（２）第２期中期目標（案）の概要 

   〇看護大学の使命 

保健・医療の教育研究拠点として、学術の発展と市民の健康・生活の質の向上に寄

与する。 

   〇使命を果たしていくための主な取り組み 

    ・豊かな教養と専門性を備えた実践力のある看護人材の育成と、現場のニーズに対応

した地域への看護人材の着実な供給 

・新型コロナウイルス感染症の経験も踏まえた災害や感染症にも対応できる人材の育

成と、人的資源や教育研究成果の絶えまない市民への還元、及び地域貢献活動の精

力的な展開 

・教職員が働きやすい環境の整備 

（３）第２期中期目標（案）で新たに追加する項目 

新たに下記の内容を明記。 

(ア)豊かな教養と専門性を備えた実践力のある看護人材の育成 

現場のニーズに対応した地域への看護人材の着実な供給 

・ディプロマポリシー（卒業認定・学位授与の方針）など学内の基準を達成するた

めの学修支援を実施する。 

・市内に看護人材を着実に供給するため、市外も含めてさらなる優秀な学生の確保

に取り組むとともに、市内医療機関等への就職・定着の取り組みを強化する。 

〇数値目標設定 

・国家試験合格率 100％ ［2023 年度実績：看護師 98.9％、保健師 100％］ 

・学生アンケートによる大学生活全般についての満足度 

学部生 90％以上（かなり満足及びほぼ満足） ［過去 5か年の平均 86.8％］ 

院生  80％以上（かなり満足及びほぼ満足） [過去 3か年の平均 77.1％] 

・就職希望者の市内就職率 65％以上 ［2023 年度実績：65.1％］ 
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(イ)新型コロナウイルス感染症の経験も踏まえた災害や感染症にも対応できる人材

の育成 

     人的資源や教育研究成果の絶えまない市民への還元、及び地域貢献活動の精力的

な展開 

・新型コロナウイルス感染症の経験も踏まえ、災害や感染症にも対応できる人材を

育成する。 

(ウ)教職員が働きやすい環境の整備 

・教職員が意欲的に働くことのできる環境を整備するため、働き方改革を推進する

とともに、DX の活用など業務プロセスの改善を進める。職員の継続性と専門性を

高めるため、固有職員の配置・育成を進め、組織の強靭化を図る。 

・内部統制規程に基づくモニタリング等の結果を踏まえ、教育研究活動及び業務運

営の絶え間ない改善を行う。 

・大学の特色・強みを明確化するため、データについて調査・分析を行う IR を推進

し、効率的な大学運営を行うとともに教職員及び学生の人権意識の向上を図る。 

 

３ 市民意見募集結果 

（１）募集期間：令和６（2024）年６月 20日（木）～令和６（2024）年７月 19日（金） 

（２）提出意見数：３通、５件 

（３）市民意見の趣旨：（詳細については別紙のとおり） 

  ①優れた看護専門職者として人間性を養う意識を学生に持ってもらうため、少人数の

受講体制とすれば、学生の意識変革が期待できるのではないか。 

     ②三宮にサテライト教室を設け、大学院教育を都心部で行うようにしてほしい。 

 ③学生生活の充実のために生協の開店時間を長くする案を加えてほしい。 

④看護だけでは、今後の大学経営は難しい。神戸市外国語大学と合併し、国際的な看護

師の教育をするというように他大学の看護学部とは違う強みが必要。 

⑤神戸市の大学なので、神戸市在住の先生にして、地域に密着した教育をしていただ

きたい。 

（４）市民意見に対する神戸市の考え方： 

  ①授業の内容によっては大勢の学生を対象とすることで効果的にできるもの、少人数

の学生を対象とすることが適しているものなどを総合的に勘案し、授業の特性に応

じた対応を行っています。 

  ②受講者の利便性も考慮し、誰でも気軽に利用できる Zoom を活用して授業を行うとい

った工夫をしています。 

③単科大学であり、利用人数が少ないこともあり、赤字幅が大きくなっていることに

加え、原材料の高騰、光熱水費・人件費の上昇などの影響も受けており、生協を長時

間開店させることは、現状では難しい状況です。 
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④国際交流の取り組みとして、ワシントン大学（アメリカ）とダナン大学（ベトナム）

との教員や学生の交流を行うとともに、特徴的な取り組みの一つである、「地元創成

看護学実習」を通じ、地域住民と深い関係性を築いており、これらの強みを効果的に

発信していきます。 

⑤地域に貢献できる人材を育成していくためには、多様な教育研究活動に取り組む教

員による質の高い教育が必要であるため、市内に限定せず、幅広く教員を確保して

いくことが必要であると考えています。 

以上のことから、市民意見による第 2 期中期目標（案）の変更は行わないが、いただいた

ご意見については、今後の大学運営の参考とさせていただく。 

 

４ スケジュール 

令和６（2024）年６月11日    福祉環境委員会報告 

６月20日～７月19日  市民意見募集 

           ７月31日    評価委員会での意見聴取 

11月      第２回定例市会に第２期中期目標の議案を提出 

               神戸市看護大学による第２期中期計画（案）の策定 

令和７（2025）年３月        第２期中期計画の市長認可 

４月        第２期中期目標および中期計画の実施開始 

 

 

（参考）地方独立行政法人法の改正（令和５（2023）年６月） 

・公立大学法人の教育の質の向上や地域貢献といった大学が本来の役割に資する業務によ

り一層取り組むため、中期計画に定める事項として、中期目標を達成するためにとるべ

き措置の実施状況に関する指標を追加したうえで、年度計画及び年度評価が廃止され、

中期目標期間の業務実績に係る４年目終了後の見込評価及び中期目標期間終了後の評価

のみとなった。 

・適用時期：令和７（2025）年４月１日に開始する第２期中期目標期間から適用。 
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「公立大学法人神戸市看護大学第 2 期中期目標(案)」に対する市民意見の募集結果について 

 
○意見募集期間  令和６年６月 20 日（木）～令和６年７月 19 日（金） 
○意見数      ３通 ５件 
○意見の概要及び意見に対する市の考え方  
※市民意見の概要は，いただいたご意見の主旨を損なわない範囲で要約しています。 
 

番号 市民意見の概要 神戸市の考え方 
第２ 豊かな教養と専門性を備えた実践力のある看護人材の育成と地域への着実な供給 

１  入学者選抜及び学部教育 
１ 小さな単科大学であるが、学科 100 名の学生

が同じ講義を受講するとなると個々の学生の匿

名性が高まることがあるせいか、私語や秩序の

乱れといった残念な光景が見られる。とりわけ

専門外の科目に於いて顕著であり、それらの科

目の履修によって得られる教養が優れた看護専

門職者になるための幅の広い人間性を養うのに

不可欠であるという意識を持っていない学生が

少なくない状況にある。また学生間のハラスメ

ント行為といった将来看護専門職者となること

に適性があるかどうか著しく疑問であるような

学生も残念ながらいる。このような状況に対

し、学科を完全に３～５分割し少人数での受講

体制にすることで学生側の意識の変革をもたら

すことを期待できるのではないか、と考える

（国公立大学で１つの学科・コース・専攻で

100 名は多い方であるといえる）。また、質の

高い看護専門職者を育成するためにも学業成績

のみで評価されるのではなく、不適切行為をは

たらいた学生への積極的な懲罰を行うことをた

めらわない仕組みを構築してもらいたい（ハラ

スメントを行った学生は成績を修めつつ、それ

を受けた学生はその影響により成績を修められ

ない、あるいは退学することがありうる。ま

た、その可能性のある事象がある）。 

ご指摘の受講体制について、大学の科目の中

には、講義形式で１学年全員を対象とすること

により、多くの学生からの質疑応答や意見によ

って、より深い学びを効果的に得ることができ

るものがあります。 
すべての講義科目を複数クラスにわけること

は、教室の不足や現状の教員数では時間割を組

むことが困難な状況ではありますが、実技に使

うベッド数等の物理的な理由から、複数クラス

に分けて行っている授業や、数名ずつに分かれ

て行う臨地・臨床での実習もあります。 
授業の内容によっては大勢の学生を対象とす

ることで効果的にできるもの、少人数の学生を

対象とすることが適しているものなどを総合的

に勘案し、授業の特性に応じた対応を行ってい

ます。 
また、神戸市看護大学では、学生からのハラ

スメントに関する様々な相談に対応できるよう

ハラスメントの相談先として、公益通報窓口

（内部・外部）やハラスメント相談窓口を設置

しています。相談内容によって、必要な調査を

実施し、状況に応じた適切な対応を行っていく

こととしています。いただきましたご意見につ

きましては、神戸市看護大学にお伝えさせてい

ただきます。 
第２ 豊かな教養と専門性を備えた実践力のある看護人材の育成と地域への着実な供給 

 
２ 三宮にサテライト教室を設け、大学院教育を都

心部で行うようにしてほしい。 
大学院生は、市内に限らず、兵庫県内また兵庫

県外にお住まいの方も多くいらっしゃいます。

そのため、受講者の利便性も考慮し、誰でも気軽

に利用できる Zoomを活用して授業を行うといっ

別紙 
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番号 市民意見の概要 神戸市の考え方 
た工夫をしており、院生のニーズに応じ、院生一

人ひとりが丁寧な授業を受けられる環境づくり

に取り組んでいます。 
いただきましたご意見につきましては、神戸

市看護大学にお伝えさせていただきます。 
第２ 豊かな教養と専門性を備えた実践力のある看護人材の育成と地域への着実な供給 

３ 学生への支援 
３ 学生生活の充実のために生協の開店時間を長く

する案を加えてほしい。 
神戸市看護大学は単科大学であり、450名程

度と利用人数が少ないこともあり、売上が伸び

ず、赤字幅が大きくなっていることに加え、原

材料の高騰、光熱水費・人件費の上昇などの影

響も受けており、生協を長時間開店させること

は、現状では難しい状況です。 
いただきましたご意見につきましては、神戸

市看護大学にお伝えさせていただきます 
なお、中期目標は、市が法人に対して指示す

る達成すべき目標であり、看護大学のあるべき

姿や目指すべき基本的な方向性を示すものとな

っています。 
第３ 大学ブランドの強化・向上 

３ グローバルな視点を培う、国際交流の推進 
４ 看護だけでは、今後の大学経営は難しいと思い

ます。神戸市外国語大学と合併し、国際的な看

護師の教育をするというように他大学の看護学

部とは違う強みが必要。 
 
 

少子化や大学間競争の激化により、大学を取

り巻く環境はますます厳しくなっており、ご指

摘いただいているように、他大学の看護学部と

は異なる強みを持ち、この強みを積極的に発信

していく取り組みが必要であると考えます。 
神戸市看護大学では、国際交流の取り組みと

して、ワシントン大学（アメリカ）とダナン大学

（ベトナム）と国際交流協定を締結し、海外看護

学研修を通じた異文化理解の促進のほか教員や

学生の交流、情報交換等を実施し国際交流の促

進に向けた取り組みを積極的に行っています。 

また、看護大学の特徴的な取り組みの一つと

して、学生と教員が継続して同一地域の住民を

担当し、健康の維持・増進に関連する課題解決に

取り組む「地元創成看護学実習」等、地域に密着

した取り組みも行っており、地域住民と深い関

係性を築いています。 

今後も引き続き国際交流の推進、地域の保健

医療への貢献など大学ブランドの強化・向上を

図るとともに神戸市看護大学の強みを効果的に
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番号 市民意見の概要 神戸市の考え方 
発信していきたいと考えています。 

その他 
５ 神戸市の大学なので、神戸市在住の先生にし

て、地域に密着した教育をしていただきたい。

交通費もかさむので大学経営のことも考えて、

神戸市に貢献していただける先生を希望しま

す。 

ご指摘のとおり、神戸市看護大学は神戸市

の大学として地域に密着した取り組みを進

め、地域に貢献していくことが重要であると

考えています。 

一方で、地域に貢献できる人材を育成して

いくためには、多様な教育研究活動に取り組

む教員による質の高い教育が必要であるため

市内に限定せず、幅広く教員を確保していく

ことが必要であると考えています。 

なお、学生と教員が継続して同一地域の住

民を担当し、健康の維持・増進に関連する課

題解決に取り組む「地元創成看護学実習」の

他、地域子育て支援事業やまちの保健室など

を通じ、地域に貢献する取り組みを積極的に

実施しています。 

いただきましたご意見につきましては、神戸

市看護大学にお伝えさせていただきます。 
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